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   A さん （20代 女性）のストーリー 

 小学生のころからひきこもり状態で家族以外との関わりは殆どなかった。「仕事をしないといけないな」とは

思いつつも、外に出ることは「怖い」と感じ、長年一歩踏み出せずにいた。Aさんと支援者とで定期的に好き

なこと、得意なことを話していくうちに「映画館に行ってみたい」と夢を抱き、『電車を使って映画館に行く』作

戦を計画。ちょうど同じ頃、SNSで知り合った友達とのやり取りをきっかけに「仕事」を意識するようになった。

支援者からの提案により A さんのペースに合わせた職場体験を実施。その職場の仕事や雰囲気を気に入

り、就職に至る。数カ月後、初めてのお給料で念願の映画に行くことができた。 

 

  B さん（4０代 男性）のストーリー 

 20代のときに会社都合により職を失う。その後、数ヶ所で就職するが長くは続かず、精神的に落ち込み、昼

夜逆転となり徐々にひきこもり状態に。同居する家族との折り合いも悪くなり口論が絶えない状況だった。 

 支援者の定期的な訪問の中で、将来への不安・過去のやりきれない想いを整理することで次第に精神的

に安定し、また、体調を知る目的で受診した健診で結果が悪くないとわかると将来に対して少しずつ前向き

にもなってきた。ただ、家族との関係は一進一退が続き、Bさんは一人暮らしを希望。『一人暮らしのために必

要なこと』を支援者と一緒に話し合う。住むところ、働く場所、生活に必要なお金等を紙に書いて見える化し

て一緒に深く考えた。本人、支援者と話し合いを重ねる中で、次第に家族も話し合いの場に加わり、雪解けも

すすんで日常会話が増えてきた。最終的に B さんと家族が話し合って仕事と住まいを決定。引越しして半年

が過ぎた今も精力的に仕事に取り組んでいる。 

 

  C さん（20代 男性）のストーリー 

 高校卒業後一般企業に就職したが、対人関係を理由に退職。短期のアルバイト経験をするも次第にひきこ

もり状態に。昼夜逆転や偏食があり極端に痩せていたため支援者と話し合い、ずっと未受診であった健診を

受診。結果を踏まえて『食事や生活の見直し』をする中で、徐々に将来のことについても考えるようになった。

学生時代から建築分野に興味があったため、地元工務店の協力を得て職場体験を計画。自ら作業着を準

備し、JRを使って一人で作業所に通う計画も立てた。現場には早朝から通い、親方職人に習って漆喰を練っ

たり、資材を運んだりして全日程をやり遂げた。仕事以外でも、同世代の職人と休憩中話をしたり、一緒のご

飯を食べたりして外出に対して「楽しい」というきもちを抱く。社会に出ること、他者と触れ合うことへの漠然と

した不安が緩む中で「やっぱり収入が欲しい」という想いが芽生え、市外にて就労を開始。現在は家族と離

れ、週５日間しっかりと働きながら一人暮らしをエンジョイしている。 

 

※全てご本人からの承諾を得て掲載しています 


